

























経路積分の考え方自体は、非常に単純である [5]0まず、時刻 t=oに状態 ZニXiにある系を
考えよう。この系が時刻tニTに状態、 ZニXfを取る確率 P(♂二 Xf;tニT)を知りたい。これを
求めるのに、経路積分では以下のような手続きを踏む。
1.時間TをT= M.d.tと細かい時間幅.d.tに分割する。
2.各時間 tニムt，2ムt，.・" (M -1)ムt，Mムt=Tでの系の状態がX(ムt)=引かつx(2.d.t)♂2
かつ…かつ x((M-1)ムt)= XM-lかつ x(M.d.t)= xfである確率分布を求める。























守=f(的)+玉川(Xi，Xj) + c(t) (1) 
とこでご(t)は分散σの白色Gaussノイズ、 tはノードの番号を表し、ネットワーク構造はadjacent
matrix αω によって記述され、ノード tとjが直接つながっていればαω=1、つながっていな
ければαω=0である。また N は全ノード数である。
この系に対して、時刻 tにおける (X1，X2，・ .，XN)の確率分布 P(X;t)を考える。ここで X
(X1，X2，'・.，XN)である。時刻t=mムtに点 X ニ Xm にあったとすると、時刻tニ (m十1)ムtの
分布は点的=ぬ，m十ムt(f(Xi，7n)+どjα4d(zdm，zj，m))を中心に分散σJ亙Zのガウス分布にな
るから、 P(X;t)は以下のように与えられる。




So=〉;z，ι -iXi，k(Xi，k -Xi，k-1 -!ltf(的，k-1))
ム.-1 2 
















いないので、アンサンプル平均は51の平均について考えれば良い。 αω は確率Pi，jで 1、1-pω
でOなのだから、容易に
伊川=にrdXi，kdxi，k exp(一兆)(exp(-5d) (5) 

























P(X; t)の形として、もっとも自然な仮定の一つは、 P(X;t)がなんらかの値 X = xo(t)を中心






P(X; t) rv C exp[-( -XO(t))T A(t)(X -Xo(t)] (8) 
ここでX= (XI，X2'・・.，XN，X1，X2，'" ，Xl";)である。
さて、ここでxo(t)がどのような方程式で記述できるかを考えてみると、 P(X;t)はx= XO(t) 
でま=0となるはずである。前節で得られた P(X;t)の式を用いると
dP 
τ一=iXiM P(X; t) ωば;i，λ4 (9) 
JL=(;)NMf H似たdXik{-σ2ム均，M-i(Xi，M -Xi，M-1ームtf(山一1)
Uルi.M ¥ハノ J-∞ 
-LPふjistg(的，M-1，Xj，M-l) exp[-i L X九kg(Xiμμ)]}
x exp(-SO)(eXp(-S1)) 
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